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小集会「昆虫の形態・発生の多様性と保守性」報告号発行の経緯について 

 

 本新学術領域研究「進化制約方向性」には、昆虫を研究対象として研究に取り組んでいるメン

バーがいます。昆虫類の多様性は、モデル生物として確立されたショウジョウバエのみならず、生

物進化を解明していくうえで興味深くかつ有用な系を数多く擁します。2020 年 3 月 15〜17 日に

名城大学天白キャンパスで開催予定であった第 64 回日本応用動物昆虫学会大会において、昆

虫類の形態や発生における多様性、拘束、ゆらぎといった側面の理解の可能性をさぐることを企

図し、公募班の岡田泰和と計画班の深津武馬がオーガナイザーとして、小集会「昆虫の形態・発

生の多様性と保守性」を企画いたしました。 

 ところが皆様ご存知の通り、新型コロナウィルス（COVID-19）の流行に伴い、2 月 27 日には政府

より全国の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校に対する休校要請が出され、ほぼ完全実施

されたという強力な措置に象徴されますが、流行抑制の観点から多くの人々が集まる会合、イベン

ト、施設運営などが次々と休止・自粛・延期となり、このような日本社会全体における流れの中で、

第 64 回日本応用動物昆虫学会大会の開催中止が発表されました。 

 日本応用動物昆虫学会からの発表（2 月 22 日付）によれば 

・大会の開催中止を決定 

・講演要旨集は予定通り送付 

・大会は「みなし開催」とし、要旨が掲載済みの一般講演、ポスター発表、小集会、セミナー等の

発表は「発表されたもの」として扱われる 

・みなし開催にともない、参加費は返金なし 

・懇親会費等の返金については後日周知する 

http://odokon.org/archives/2020/0222_145415.php  

とのことです。2011 年 3 月に起こった東日本大震災の際にも多くの学会大会で同様の措置がとら

れました。今般の状況が非常事態であることを思い知らされます。 

 このように「みなし開催」として、中止ではありながら公式には大会が開催されたものとして要旨集

も発行されるという状況、そして本小集会が果たすべきであった役割と価値を鑑みて、ニュースレ

ター「昆虫の形態・発生の多様性と保守性」報告号を発行し、本小集会の趣旨および内容を記録

に残すことにいたしました。 

 このような事態がなるべく早期に収束し、日本社会が平常に復し、自由かつ闊達な学術交流に

支障のない状況となることを願っております。 

深津武馬（産業技術総合研究所） 
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小集会「昆虫の形態・発生の多様性と保守性」開催報告 
 
名城大学天白キャンパス開催の第 64 回日本応用動物昆虫学会大会において、本新学術領域

研究の共催で「昆虫の形態・発生の多様性と保守性」と題して、主に性的な形質の多様性に着目

した講演を集めた小集会を 2020 年 3 月 16 日に企画した。公募班の岡田泰和（首都大・理学部）

は、甲虫の武器サイズにおけるオス内の多型および性的二型をもたらす仕組みについて話題提

供する予定であった。領域外からの招待講演者として、鈴木雅京さん（東京大・新領域）に、昆虫

の性分化の主要な制御因子となる転写因子である dsx の機能的多様性について講演をお願いし

た。dsx の性分化への機能は、昆虫の分類群を超えて広く保存されていることがおおむね支持さ

れている。しかし、種や形質ごとに dsx が及ぼす影響が異なっており、昆虫の形態や発生の多様

性に寄与する場合もあるようだ。公募班の新美輝幸さん（基生研・進化発生）には、鱗翅目昆虫に

特徴的な無核精子（受精にはかかわらないが、受精を助けると考えられている）と有核精子という、

精子の多型・多様性を生み出す機構について講演を準備していただいた。ショウジョウバエの性

決定・性分化カスケードの１因子である Sxl が、カイコでは無核精子の形成に関わっているという

のである。 
 昆虫の性決定・性分化や性的形質の発現を司る遺伝子については、ショウジョウバエで蓄積さ

れた知見を他の分類群に拡張し、共通性に焦点をあてて議論されることが多かった。しかし最近、

研究対象種が広がったこともあり、機能的に保存されているといわれてきた遺伝子でもメジャー/マ
イナーな機能的多様性が次々と明らかになっており、保存性のなかにも多様性を生み出す仕組

みが見えてきたように思われる。本小集会では、“機能的に保存されている”という、進化を論ずる

うえでお決まりの文言があるが、性形質を司る（とされている）主要な遺伝子について“機能的保存

性”をどの程度信じてよいのかといった突っ込んだ話を、ぜひ企画者、講演者、参加者の間で行

いたかった。しかし残念ながら新型コロナウィルスの拡大期と重なってしまい、学会講演が中止

（みなし開催）となってしまった。ウィルスにおいてもきっと、基本構造は保存されていても、“絶妙

な”場所が変わってしまうことにより、ホストの幅や感染力が跳躍的に変化してしまうことがあるのか

もしれない。いまは事態の収束を切に願いつつ、またの機会に本小集会のリベンジを行いたいと

思う。 
小集会オーガナイザー 岡田泰和（首都大学東京） 
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甲虫の武器の発生可塑性と性限定的発現のしくみ 
岡田泰和（首都大・理学部） 

 
カブトムシの角やクジャクの羽は，オス間競争やメスによる選り好みで進化してきた性選択形質で

ある．性的な武器や装飾は巨大で美麗な“誇張された表現型”であり，すさまじい種内・種間の多

様性をみせてくれる．我々は，武器を形作る遺伝子や発生の仕組みを明らかにすることで，武器

の進化メカニズムを解明し，性的誇張形質がいかにして独立に幾度も進化し，多様化できたのか

を解明することを大きな目標としている．  我々は，オスが縄張りをめぐる闘争を行い，武器として

の大顎を発達させた甲虫，オオツノコクヌストモドキ(Gnatocerus cornutus)を主な材料として，１）武

器モジュールの成長が高い栄養応答性を示す発生可塑性のしくみ，２）オス特異的に武器が発

現するしくみ，について遺伝学と発生操作を駆使した生態発生学的研究を進めてきた．講演で

は，１）武器モジュール特異的な栄養応答を担うインスリン様ペプチドの働き(GcorILP2, Okada et 
al. 2019, PLOS Biol)，２）各組織の発生の安定性と可塑性の”幅“を司る可能性があるエピゲノム

機構(HDAC, Ozawa et al. 2016, PNAS)，３）オス特異的な武器発現を司る性分化機構と遺伝子発

現制御の相互作用，について研究を紹介する． 

 
 

インスリン様ペプチド 2（ILP2）の遺伝子ノックダウン（KD） 
ILP2 が抑制されると武器の体サイズ依存的成長が消失した。点は各個体、色は KD した遺伝子（ILP1-5）

を示す。ILP2 以外のペプチドの KD は武器サイズに影響を与えなかった。対照区（通常個体）は影響のな

い二本鎖 RNA を注射したもの。 
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doublesex が生殖器の性分化において果たす役割の多様性 
峰 翔太郎・笠原良太・湯澤知久・松岡美里・○鈴木雅京（東大院・新領域） 

 
ショウジョウバエで最初に同定された doublesex（dsx）は、雌及び雄特異的なアイソフォームを生

じ、各々が生殖器の雌分化、雄分化を制御する。dsx は今までに 20 種以上の昆虫から同定さ

れ、いずれの種においても性特異的アイソフォームを生じることから、dsx が生殖器の性分化にお

いて果たす役割は概ね一致するとみなす向きがある。一方、我々はこれまでにカブラハバチとカ

イコの dsx の機能解析を行い、生殖器の性分化において dsx が果たす役割に多様性が見られる

ことを発見した。カブラハバチの雄における dsx の発現をノックダウンすると、雄は妊性をもつ雌へ

と性転換したが、雌の性分化は RNAi の影響を受けなかった。このことから、カブラハバチの生殖

器の雌分化にとって dsx が不要であることがわかる。一方カイコの dsx をノックアウトすると、雌に

おいて内部生殖器の雄化がみられたが、雄の内部生殖器の性分化はその影響を受けなかった。

以上の結果から、カイコの内部生殖器の雄分化にとって dsx は不要であるといえる。カイコの内部

生殖器の雄分化には dsx のパラログ dmrt93b が重要な役割をもつことがわかっている。このことか

ら、dsx が生殖器の性分化に果たす役割は、そのパラログの機能との関連において決まると予想

される。 

 
 

doublesex (dsx) の機能阻害が内部生殖器の性分化に及ぼす影響 
ショウジョウバエの場合、部分的に性分化した雌雄の組織がモザイク状に形成されるが、カイコでは雌の内

部生殖器の一部が完全に雄化した。一方、カブラハバチでは雌分化は影響を受けず、雄の内部生殖器は

雌化し、妊性のある卵の賛成が見られた。 
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カイコ Sex-lethal 遺伝子による「核を持たない精子」の形成 
新美輝幸 1, 2・酒井弘貴 1(1 基礎生物学研究所 進化発生研究部門、 

2 総合研究大学院大学 生命科学研究科) 
 
昆虫の性決定カスケードの最上流遺伝子においてもっとも研究されている遺伝子は、ショウジョウ

バエの Sex-lethal (Sxl) 遺伝子である。Sxl 遺伝子は、キイロショウジョウバエの性決定遺伝子とし

て働くが、他の昆虫での機能は全く明らかにされていなかった。そこで、鱗翅目昆虫のモデル生

物であるカイコにおける Sxl 遺伝子の機能を明らかにすることを試みた。ゲノム編集技術を用いて

Sxl 変異体を作出したところ、雄特異的に不妊になることが判明した。カイコの精巣では、受精する

精子の有核精子と、自身は受精しないが有核精子の受精に必要な無核精子の二種類の精子が

形成される（図）。Sxl 変異体の精子を観察したところ、有核精子には異常が観察されなかったの

に対して、無核精子に異常が観察された。さらに、カイコの利点を利用した交配実験により Sxl 変

異体の有核精子は、受精能力を有することが明らかとなった。このことから、Sxl 変異体の雄の不

妊の原因は、無核精子にあることが明確となった。以上より、ショウジョウバエにおいて性決定マス

ター遺伝子である Sxl 遺伝子がカイコでは無核精子形成に関わっていることが明らかとなった。 

 
有核精子と無核精子の形成 
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＜連載エッセイ２１＞ 

 

銀河の果てに至る夢：オリオンによせて 

 

倉谷 滋 
 

「オリオン座を中心とする諸星座、それに火星と木星を加へた初冬の東天を中幕
とすれば、秋のこの部分はまだ幕間である。が、銀河を刺繍した緞帳が音もなく

巻き上がるのも、もう遠くはないことである」 
 

野尻抱影「秋の天上風景」より 

 

2019 年師走、私の住むこの神戸が「ルミナ

リエ」なる電飾系催し物を皮切りに何とはな

しに盛り上がりはじめる季節。クリスマスも

近いとあって街の至る所が光り出し、夜空の

星々もまたいや増しに街ゆく人々の心を高揚

させる。こんな季節には、特定の映画やＢＧ

Ｍを求める向きも多かろうが、私の場合はと

いうと寝室の出窓から夜空を見上げつつ、ベ

ッドで稲垣足穂の短編や香山滋のＳＦ冒険

譚、あるいは野尻抱影（大佛次郎の兄）のエッ

セイなど読み返す。それが、宇宙ＳＦならな

お素晴らしい。あるいは、宇宙論の科学ドキ

ュメンタリーなども良い。想像が夜空に広が

って行く。 

 

で、年も明けて、気が付けばはや二月。そろ

そろケムール人が地球に押し寄せてくる頃だ

ろうかなどと思っていたある日のこと、オリ

オン座のアルファ星、ベテルギウス（オリオン

の右肩に相当）に異変が生じているというニュ

ースが目に飛び込んできた。最近になって明

るさが以前の 30％に減じたとのこと。アメ

リカ、ビラノバ大の天体物理学者、エドワー

ド・ガイナン教授からの報告である。 

 

ベテルギウス。アラビア語で「巨人の腋の

下」を意味する。我が国では、その赤い色に

ちなんで「平家星」とも呼ばれ、現在観測可

能な宇宙では三番目に大きなＭ型赤色超巨星
（ちなみに、最大の恒星は 11 天文単位の半径を持つケ

フェウス座のミュー星。具体的には、太陽系の土星軌道

を包み込むほど大きい）。太陽のような長寿の恒

星とは違い、ベテルギウスのような巨星は寿

命が短い。いま、まさに命が付きようとして

おり、大きさが太陽から木星の軌道に至るほ

どになっている。このままいけばいずれ超新

星爆発を起こし、昼間でも肉眼で見えるよう

になる。場合によってはブラックホールがひ

とつ目の前で出来上がってしまうのではなか

ろうかと期待したのだが、実際は中性子星に

なることがすでに分かっている。残念……。 

 

オリオン座といえば、昭和 29年、俳人の山

口誓子が台風 13号の被害に遭い、家を失っ

た直後、心穏やかに夜空に眺めたという星座

でもある。あるいは、野尻抱影が中学生の

頃、入院中に病室の窓からセンチメントの想

いで眺め、天文文学少年となる切掛けとな

り、のちに白馬の尾根の雄大な暁の雲間から

抜き出てきたそれに再会したのもまた、この

星座の中核をなす三つの二等星、「三つ星」

であった（地方により、「ミツガミサマ」、「ミツボ

ッサン」などの異名あり）。そう、オリオン座と

言えば、三つ星とベテルギウス。三つ星は

「親かつぎ星」とも言い、ビルマやインドの

神話では「矢」にもたとえられる。 

 

ＳＦ世界に目を転ずれば、いまから数年前、

レプリカントのロイ・バティが、攻撃された

地球の戦艦が火を吹くのを見たのが、やはり

このベテルギウスの位置に相当していたと覚

しい（映画『ブレードランナー』より）。あの世界

でもまだ超新星爆発は起こっていなかったわ

けだ。一応辻褄は合う。抱影も言っているこ

とだが、どうやら人の戦いとオリオン座に

は、切っても切れない縁がある。そのときロ

イは、太陽系から 700 光年離れたそれを星座

の一部としてみていたに過ぎないのだが、さ

りとてそのエピソードもまた宇宙史の一部。

そう考えると感慨一入である。 
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＊ 

 

もう少しベテルギウスの話を続けよう。ＳＦ

漫画で有名な星野之宣の代表作のひとつ、

『２００１夜物語』は、80年代半ばに発表

された、いまとなっては古典に属するにもか

かわらず、相変わらずＳＦ魂を刺激し続けて

止まない良作である。その中の一エピソー

ド、「緑の星のオデッセイ」に描写されたベ

テルギウス第２惑星の世界には、自らの種子

を宇宙に向かって打ち上げるという、壮大な

播種計画を行う一種の巨大な植物が登場す

る。その花状構造の中心には、さまざまな生

物の種子や胚子を載せた「船型構造」が発生

し、燃料の金属ナトリウムを水と反応させ、

そのエネルギーを利用してそれを成層圏に打

ち上げるわけだ（平成の怪獣映画『ガメラ２』にも

似たような設定の宇宙生物が登場した）。さらに、

その周囲に植わっている集光植物の照射する

レーザーでもってその船は加速し、外宇宙に

向けて生命を繋いでゆくのである。いわば、

一種の播種行動である。 

 

以前、こんな繁殖様式がはたして進化という

プロセスによって成立しうるものなのかどう

か考察したことがある。少なくとも、この不

安定な巨星、いまこの段階で高々800万歳程

度なのであるから、その惑星上ではいくら頑

張っても、単細胞生物すら生まれなかった公

算が大きい。ということは、どこか別の星系

で進化したこの生物が、どういうわけか寿命

を終えそうな巨星ばかりを選んで宇宙を放浪

し、そのひとつがたまたまベテルギウス第２

惑星だったということなのであろうか。さす

がにそれは、ちょっと不自然な気がする。 

 

＊ 

 

先日、原子核物理学者と飲み屋で話をしてい

たとき恥ずかしながら初めて知ったのだが、

そもそも宇宙旅行において一番問題となるの

は、ワープ航法とか距離とか冷凍睡眠とかよ

り以前に、高エネルギー宇宙線による被曝な

のだそうだ。地球にいる我々は、厚い大気層

に守られているが、宇宙空間ではとんでもな

く強力な放射線にさらされ、それは磁力線や

鉄板を使っても全く防げない。ようするに、

「宇宙線の外装に磁石を付け、それを回転さ

せて強力磁気シールドと人工重力を一挙に作

り出そう」等という甘っちょろいデザインで

は何ともならないらしい。アポロ 11号の月

着陸を目の当たりにした私は「この調子でい

ったらあと少しで火星に行けるだろう」と

か、「もう少し無理すれば、木星も夢じゃな

いかもしれない」などと脳天気に考えがちだ

ったが、実はまだかなり根本的な問題が未解

決のまま目の前に残っていたわけなのであ

る。 

 

ＳＦにはさまざまな先端技術が登場する。例

えば映画版『２００１年宇宙の旅』や『ブレ

ードランナー（1982 年）』では、ボタンひと

つで色調整できる遮光硝子が使われていて

（もちろん特撮）、我々を仰天させたものだっ

た。が、よく調べてみたら、ああいったもの

は電圧次第で色が調節できる酸化タングステ

ン（WO3）を使えば比較的簡単に製造できる

らしい。そんな贅沢品が実用化されている一

方で、肝心の基礎的問題がまだ未解決だとい

うのがもどかしい。むろんだからといって、

宇宙を飛翔する夢が潰えてしまうわけはな

い。いや、それはますます大きくなってゆ

く。だからこそ、放射線耐性を持つクマムシ

ＤＮＡが最近盛んに研究されているのであ

る。なるほど『スタートレック・ディスカバ

リー』に、恒星間を瞬時に移動する巨大クマ

ムシが登場するわけだ。「緩歩動物」と呼ば

れるこの不思議な連中は、いつか人類の文明

を押し上げてくれるのかも知れない。 

 

かくして困難さの上昇は、夢や憧れの上昇に

直結し、遠い宇宙の果てに向かう我々の夢は

全く廃れない。また同時に、これまで「ハー

ドＳＦ」とされていたいくつかの作品が、私

の中で「ＳＦ度」をあげてしまうことになっ

た。いうまでもなく、科学的不可能性が上が

ってしまったからである。 

 

＊ 

 

先日、星野作品をいくつかあらためて読み返

してみた。どれも、宇宙を舞台とした壮大な

叙事詩であり、アーサー・Ｃ・クラークの

『２００１年宇宙の旅』へのオマージュとい

う感が強いが、むしろクラークのアイデアを

ストレートに膨らませた外伝バージョンと見

た方がいい。ハードＳＦだけになかなか一筋

縄ではいかないエピソードが多く、伏線とス

トーリーの絡み合いも複雑で、印象深いと同



 8 

時に手応えのある話が多い。クラークと星野

の間にひとつ明瞭な違いがあるとすれば、そ

れは宗教に対するスタンスの取り方だろう

か。 

 

クラークはあの有名な「三法則」において、

「十分に発達した科学技術は魔法と区別がつ

かない」と述べ、それによって科学技術があ

る一定の高みに達することによって科学と宗

教が合一する可能性を示唆し、それがまるで

『宇宙の旅』四部作の結論のようでもあっ

た。いわば、「人間の手でここまでできれ

ば、すでに事実上、神とあまり違いがない」

と言われている気がする。一方で『２００１

夜物語』では、科学技術の発達が遙か無限遠

方にむかって開かれている。 

 

その切掛けとなるエピソードが「第８夜：悪

魔の星」であり、太陽系の外縁に反物質で出

来た惑星が発見されることにより、人類の文

明が飛躍的に向上するという経緯がドラマチ

ックに描かれる。いわばそこには「人類が手

を出してはならない禁断の領域」が明確に設

定されており、宗教と科学の確執もここに顕

在化するのである。その宗教的ジレンマを乗

り越えることによって、ようやく人類の科学

文明が一歩高みに至ることになる。反物質を

手にした人類は、小型ブラックホール（！）

を内蔵したエンジンを開発、ついに恒星間航

行を可能にする。こういった経緯を見ると、

『２００１物語』は意外にも、『２００１宇

宙の旅』よりも、ワープ航法開発物語とその

後の宇宙開拓史を描いた『スタートレック』

シリーズと親和性があると言えるのかもしれ

ない。 

 

＊ 

 

さまざまな星を訪ねれば、さまざまな生物と

遭遇することになるだろう。それは昨今の宇

宙論の通説となりつつある。いうまでもなく

宇宙ＳＦでもさまざまな地球外生物が描かれ

ている。そういった宇宙生物についての仮説

をまとめて考察した読み物として、カリーリ

の編による『エイリアン：科学者たちが語る

地球外生命』や、拙著『地球外生物学』はオ

ススメだ。地球外生物であっても、一定のル

ールに従って進化し、発生するという、いわ

ば生物学的必然としての「制約」は常にまと

わりついているはず。いや、地球だろうがよ

その星だろうが、「生物」と呼べる存在はそ

うでなくては困る。すなわち、ちゃんとした

デザインで地球外生物を描こうとすれば、多

かれ少なかれ、それはどこか地球の生物と似

たものになってしまいがちなのである。 

 

生物であればこそ決して逃れることのできな

い一定のパターン、進化生物学では通常それ

を、「発生拘束のなせる技」として説明する

ことが多い。背理的に考えるならば、「生物

としてこれはアリだろうか」と思う背景には

いくつかの根本的不可能性が関係しているこ

とが分かる。そして、それはもっぱら「その

不思議な形態や行動パターンが何らかの適応

であることは認めざるを得ないが、それが果

たして進化という方法によって成立すること

は可能か」という問題に帰着できる。 

 

端的な例としては、地球の動物に「車輪」の

ような構造ができたためしがないという事実

がある。細胞組織構築をベースにした構造は

必然的に連続していなければならないという

制約が生じ、結果、車輪は作ることができな

くなる。というわけで、物理的に身体の一部

が回転したり（『ウルトラマン』における怪獣グビ

ラの鼻先に付いたドリルのように）、遊離したり

（天使の頭の「輪」のように）することはもとよ

り（たとえそれが炭素をベースにしておらずとも）生

物として不可能なのだ。いや、『竜の卵』に

出てきた白色矮星の表面に棲むという、核子

間相互作用で生きる連中ならそれも可能か

……。 

 

思えば、地球に多細胞動物が生まれて六億年

このかた、人類文明史においては何をおいて

も真っ先に発明される傾向が明らかだった

「車輪」に相当するからくりが、動物進化の

歴史を通じて一度も現れたことがないという

この、当たり前だが興味深い事実は、進化に

おける制約、つまりここで言う「発生拘束」

のいくつかが、多様化の方向性に対してきわ

めて強力なバイアス（積極的に鰭や足を作りたが

る傾向）をかけてきたことを教えている。Ｓ

Ｆにおける架空の生物が「生物として自然か

どうか」という問題は従って、「我々にとっ

て馴染みがあるかどうかに拘わらず、「進化

することが果たして可能か」という、生物学

者でさえしばしば悩む問題をクリアしなけれ

ばならない。このような諸条件の総体が即
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ち、ある意味「それが生物かどうか」という

問題と同義なのである。 

 

拘束に関するもうひとつの事例を挙げよう。

先日、怪獣映画監督の樋口真嗣氏と対談する

機会があり、そのなかで司会者から「奇天烈

だけども生物学的にはアリという怪獣にはど

んなものがあるだろうか」と質問を受けた。

すでに述べたように、生物ＳＦのリアリティ

は、合目的性と進化可能性、そして制約に縛

られた保守性に宿っている。ＳＦのアイテム

である怪獣にもその原則は当てはまる（と期

待される）。そこで、私は「（『ウルトラセブ

ン』に登場した）ビラ星人はどうだろう」と答

えたのだが、その理由は、「地球上にはいそ

うもないが、よく見ると節足動物型のボディ

プランを固持している」ということなのであ

る。実は、ビラ星人は樋口監督に聞いたとこ

ろによると、実際「ウチワエビ」という甲殻

類の一種をヒントにして造形されたらしいの

だが、まぁ、見てくれが奇妙奇天烈であるこ

とは間違いない。そして確かに、「身体全体

にわたって分節構造が保たれている」という

形態形成上のルールは、外宇宙におけるボデ

ィプラン進化においても、いかにも生じがち

な傾向であるように思えたのである。 

 

これと比べると、たとえばバルタン星人もま

た節足動物型の宇宙人なのだが、下半身がヌ

メっとしたヒト型で、そこに理解しがたいキ

メラ性、一貫していないボディプランのハイ

ブリッドを見ないわけにはゆかない。が、こ

ういう調子で宇宙生物のデザインにケチを付

けても仕方がない。宇宙生物は、本質的に地

球人の常識で推し量ってはいけないのだ。そ

れだけ考え出すのが難しいのが、宇宙生物の

姿なのだ。とりわけ、ボディプランは何かと

常識に左右されやすい概念だ。その点、『２

００１夜物語』をはじめとする多くのＳＦ作

品に登場する地球外動物は概して保守的で、

我々の感性でもって問題なく「動物だ」と言

える形態を持っている。さりとて、本物の地

球動物ともやはり明らかに違う。では、その

進化可能性はどうか。生物のリアリティはあ

る意味、それが実際に進化の帰結として成立

したという、「歴史を背負った」と言わんば

かりの風情に宿っているのだ。ここから先

は、各自お好みのＳＦ作品を手に取り、心ゆ

くままにお考え頂きたい。 

 

（初回執筆：2020 年２月） 
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